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2広報しずくいし● 2017年 5月 10日●第 825号

　

町
は
、
昭
和
60
年
か
ら
３
度
に

わ
た
り
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
行
政
内
部
の
ス
リ
ム
化
・
効

率
化
を
目
指
し
、
行
政
改
革
の
推

進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
も

日
々
変
化
し
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
平
成
25
年
８
月

の
大
雨
洪
水
災
害
へ
の
災
害
復
旧

費
の
財
源
と
し
て
発
行
し
た
町
債

な
ど
の
償
還
が
始
ま
り
、
町
の
財

政
状
況
は
、
一
段
と
厳
し
い
運
営

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
も
と
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
の
確
立
と
質
の
高
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の

推
進
と
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進

◆
行
政
改
革
の
重
要
性 行
政
改
革

〜
信
頼
で
築
く
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
〜

め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
と
行
政
が
手
を
携

え
、「
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
住
民

相
互
、
そ
し
て
行
政
と
が
協
力
し

合
う
地
域
自
治
の
推
進
や
情
報
公

開
の
徹
底
と
住
民
参
画
の
推
進
に

取
り
組
み
、
行
政
改
革
を
な
お
一

層
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

行
政
改
革
大
綱（
第
３
次
改
訂
）

お
よ
び
実
施
計
画
は
、「
住
民
参

画
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
の

推
進
」「
地
域
主
権
時
代
に
対
応

し
た
行
財
政
運
営
」「
住
民
の
視

点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」の
３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、

68
項
目
の
取
り
組
み
を
掲
げ
、
毎

年
度
進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
ま
し
た
。

　

第
３
次
実
施
計
画
の
最
終
年
度

と
な
っ
た
平
成
28
年
度
は
、
実
施

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
項
目
が

80
・
９
%
と
い
う
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
を
前
倒

し
で
実
施
で
き
た
も
の
は
、
住
民

懇
談
会
や
説
明
会
の
積
極
開
催
と

開
催
手
法
の
工
夫
、
地
域
づ
く
り

計
画
の
実
践
と
そ
れ
に
伴
う
地
域

組
織
の
横
の
連
携
で
し
た
。

　

一
方
、
工
夫
や
改
善
を
含
め
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
な
項

目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

項
目
を
行
政
改
革
大
綱
の
改
訂
に

反
映
し
、
引
き
続
き
重
点
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

町
は
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
29

年
３
月
に
行
政
改
革
大
綱
を
改
訂

（
第
４
次
改
訂
）
す
る
と
と
も
に
、

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
３
カ
年
の
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
基
本
的
な

指
針
と
し
て
掲
げ
る
４
つ
の
基
本

柱（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
よ
り
、

◆ 

28
年
度
の
取
り
組
み
状
況
は

　

８
割
以
上
が
計
画
ど
お
り
に

　

実
施

行
政
改
革
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
信
頼
で
築
く
住
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

※
雫
石
町
行
政
改
革
大
綱（
第
４

次
改
訂
）
お
よ
び
行
政
改
革
実
施

計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
企
画

財
政
課
企
画
担
当
（
☎
６
９
２
・

６
４
９
９
）

◆
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
へ

さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
ま
す

平成 28年度行政改革実施計画取り組み状況

判定
◎＝計画を前倒しして実施した
○＝計画どおり実施した
△＝計画より遅れて実施している
□＝計画どおり実施しているが工夫や改善を含めたより一層

の取り組みが必要
×＝計画を実施していない

◎ 1.5％

○ 80.9％

△ 10.3％

□ 7.4％
×0.0％
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3 広報しずくいし● 2017年 5月 10日●第 825号

行政改革の基本理念
「信頼で築く住民主役のまちづくりの推進」

（1）住民参画の推進と多様な住民ニーズの把握
　多様な住民意見を積極的に収集するとともに、住
民ニーズを的確に捉え、行政運営に反映できる仕組
みを構築し、行政運営への住民参画を促進します。

（2）地域の人材育成と活動支援
　まちづくりの主役である
住民やNPO組織の活動を
支援するとともに、住民と
の連携・協力のもと、さま
ざまな地域課題解決に向け
た取り組みを進めます。

（3）民間活力の活用
　行政サービスの質の向上と効率的な行財政運営の
実現に向けて、積極的に民間の能力を活用します。

基本柱Ⅰ
住民参画の推進と協働による行政運営 住民ニーズに対応した行政サービスの提供

（1）窓口サービスの改善
　住民にとって便利で身近
な行政を実現するため、住
民に一番身近な窓口サービ
スを改善し、利便性・快適
性の向上を図ります。

（2）行政情報の発信と ICT※活用の推進
　行政情報の電子化や情報基盤の整備により、住民
が必要とする情報をわかりやすく発信するとともに、
各種手続きなどの効率化を図ります。

※ ICT とは▶ Information and Communication 
Technology（情報通信技術）の略。情報・通信に
関連する技術一般の総称であり、従来頻繁に用いら
れてきた「IT（Information Technology）」（情報
技術）の「情報」に「コミュニケーション」（共同）
を加えたもの。

基本柱Ⅱ

（1）財政基盤の強化と財政健全化
　新たな自主財源の確保や受益者負担の原則に立っ
た使用料・手数料の見直しを定期的に検討し、長期
的視点により計画的な財政運営を行います。

（2）公有資産の管理運用による経営合理化
　公有資産の計画的な管理運営を行い、行政経営の
合理化を図ります。

（3）事務事業および業務プロセスの効率化
　政策評価制度※の有効活用による事務事業の「選択
と集中」を徹底し、優先度の高い重要な施策を中心
に進めるとともに、事務処理の効率化を図ります。

※政策評価制度とは▶より効果的・効率的で住民に
わかりやすい町政の経営を目指すために、実施した
施策や事業が住民にとって有益となっているか、予
定したとおりの成果があがっているかなどの視点か
ら、評価・検証を行うための制度。

基本柱Ⅲ

（1）人材育成による行政組織体制の強化
　「雫石町人材マネジメントプラン※」が示す自治体
職員のあるべき姿の実現を目指し、職員の意識改革
を進め、人材の育成に取り組むとともに、柔軟で機
能的な組織体制の整備や適正な定員管理を図ります。

（2）組織の内部統制と風土改革
　職員一人ひとりが幅広い視野と発想を持ち、職場
内の意思疎通・情報共有を徹底するとともに、意欲
的に業務に取り組むことができる組織風土の実現を
目指します。

※雫石町人材マネジメントプランとは▶時代や環境
の変化、さまざまな課題に対処するための能力を身
につけた人材育成と職員の意識改革や資質の向上を
図るため、平成 17 年度に町が策定した指針。求めら
れる職員像や能力のほか、人事管理などについて明
確化し、現在は平成 27 年度から 31 年度までの第三
次計画を実施している。

基本柱Ⅳ

行政改革大綱（第 4次改訂の概要）

持続可能な行財政運営の推進 時代に即した行政組織体制の構築
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4広報しずくいし● 2017年 5月 10日●第 825号

■ 

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
の
導
入

効
果

　

町
に
お
い
て
生
涯
活
躍
の
ま
ち

構
想
を
導
入
す
る
最
も
重
要
な
観

点
が
、
町
民
の
健
康
長
寿
と
生
き

が
い
づ
く
り
で
す
。

　

町
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
移
住

希
望
者
か
ら
移
住
先
と
し
て
選
ば

れ
る
町
に
も
な
り
ま
す
。
生
涯
活

躍
の
ま
ち
構
想
の
取
り
組
み
は
、

移
住
者
を
含
め
た
全
町
民
の
介
護

予
防
、
健
康
増
進
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

町
民
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り

　

町
は
、
こ
れ
ま
で
も
健
康
増
進

や
体
力
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
介
護
予
防

や
健
康
長
寿
に
向
け
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
や
体
力
を
踏
ま
え

た
、
よ
り
効
果
的
な
健
康
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
お

い
て
も
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
行
す
る
環
境
の
中
で
、
多
様
化

す
る
価
値
観
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
地
域
と
住
民
に
根
ざ
し

た
、
生
涯
学
習
の
場
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
体
と
心
の
健
康
を
増
進
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

　

現
在
、日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

男
女
と
も
に
80
歳
を
超
え
て
い
ま

す
。
企
業
な
ど
の
定
年
年
齢
と
し

て
多
い
60
歳
で
退
職
し
た
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
使
え
る
20
年
以

上
の
期
間
を
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
過
ご
し
、
地
域
の
活
動
や
仕
事

に
従
事
す
る
人
が
多
く
な
れ
ば
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
、
町
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
移
住
者
を
含
め
た

町
民
す
べ
て
が
生
涯
活
躍
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

■ 

町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

方
向
性

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
に

対
し
、
在
宅
医
療
や
地
域
で
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
関
係
者

が
連
携
、
協
力
し
て
、
保
健
サ
ー

ビ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

供
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

雫
石
町
に
お
け
る
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
は
、「
医
療
」
と
「
生
活
支
援
」

が
あ
り
ま
す
が
、
町
は
、「
歳
を

重
ね
て
も
、
病
気
で
も
、
障
が
い

が
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の

人
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
」
を
目
指
し
、「
医
療
」

と
「
生
活
支
援
」
を
つ
な
ぐ
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
重
点
を

置
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
連
携
・
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

◉
医
療

　

雫
石
診
療
所
を
は
じ
め
と
し
た

町
内
医
療
機
関
や
介
護
、
福
祉
事

業
所
な
ど
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
24
時
間
、
３
６
５
日
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
、
多
職
種
の
専

門
職
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
資

源
を
活
用
し
て
、
住
民
の
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
体
制
を
目
指
し

ま
す
。

生
涯
活
躍

生
涯
活
躍
のの
ま
ち
構
想

ま
ち
構
想
をを
推
進
推
進
vol.4vol.4

地域医療拠点の核となる雫石診療所（雫石町健康
センター）

　

町
は
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
手
段
と
し
て
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
町
の
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「
町
有
地
を
活
用
し
た
１
０
０
年
の
森
と
ま
ち
な
か
居
住
の
連
携
に
よ

る
※
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
都

市
部
か
ら
の
移
住
促
進
、
②
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
な
か
居
住
の
推

進
、
③
町
有
地
14
㌶
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、

④
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
連
携
・
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
連
携
・
強
化
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
C
C
R
C
▼
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
移
住
し
、
必
要
な
と
き
に
医
療
と

介
護
の
ケ
ア
を
受
け
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
連
携
・
強
化
に
向
け
て
〜
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◉
生
活
支
援

　

医
療
や
介
護
・
福
祉
な
ど
の
制

度
、
事
業
な
ど
に
よ
り
供
給
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
住
民

に
よ
る
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
っ

て
、
生
活
課
題
へ
の
対
応
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
多
職
種
の
専
門

職
の
連
携
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
の
育
成
な
ど
を
進

め
、
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

■
重
点
的
な
取
り
組
み
項
目

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
向
け
て
、
次
の
４
つ
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

①
多
職
種
の
連
携
・
強
化

　

専
門
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
発
揮
し
た
多
職
種
間
の
連
携
に

よ
り
地
域
福
祉
、
地
域
課
題
へ
対

応
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
機
関
お
よ
び
介

護
事
業
所
と
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
連
携
強
化
を
図
り
、
24

時
間
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

② 

情
報
の
共
有
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

地
域
医
療
の
核
と
な
る
雫
石
診

療
所
を
は
じ
め
、
他
の
医
療
機
関

や
介
護
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
役
場
関
係
課
な
ど
の

関
係
機
関
が
連
携
し
た
情
報
の
共

有
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築

し
ま
す
。

③
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

　

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
と
と
も

に
、
介
護
事
業
所
、
障
が
い
者
支

援
施
設
な
ど
専
門
職
か
ら
の
相

談
、
連
絡
の
取
り
ま
と
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
相
談
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
、
貧
困
、
育

児
、
障
が
い
な
ど
の
幅
広
い
分
野

に
対
応
し
、
一
人
の
利
用
者
を
包

括
的
に
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し
て

対
応
で
き
る
相
談
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

生涯活躍のまち構想を推進 vol.4生涯活躍のまち構想を推進 vol.4

「生涯活躍のまち構想における地域包括ケアシステム」イメージ図

生涯活躍のまち基本構想・地域再生計画

地域包括ケアシステム行動計画（重点項目）の策定

①多職種の
　連携・強化

②情報の共有・
　ネットワーク化

③総合相談窓口
　の設置

④地域における
　拠点づくりと生活
　支援体制の構築

取り組みの推進

「健康寿命の延伸」・「元気高齢者の割合増加」を目標とし、「歳を重ねても、病気でも、障がいがあってもそ
れぞれが、その人らしく暮らすことのできる地域社会」を目指します。

住まい 医療

保健 予防

在宅サービス

認知症支援

介護

高齢者支援

④ 

地
域
に
お
け
る
拠
点
づ
く
り
と

生
活
支
援
体
制
の
構
築

　

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動

の
モ
デ
ル
地
区
に
よ
る
実
践
活
動

を
行
い
、
町
内
全
域
へ
活
動
を
広

げ
て
い
き
、
地
域
に
あ
っ
た
拠
点

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
り
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
生
活
支
援
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て

検
討
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
の
４
点
の
取
り
組
み
項
目

に
つ
い
て
、
関
係
事
業
所
な
ど
へ

の
聞
き
取
り
調
査
や
町
民
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、
有
識
者
会
議
で
の

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
討

委
員
会
に
お
い
て
行
動
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
、
医
療
や
介
護
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
各
種
団
体
や
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
を
考
え
、
支
え
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
長
寿

支
援
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
担
当

（
☎
６
０
１
・
５
３
９
７
）

▶
介
護
予
防
活
動
（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
）
の
様
子
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持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
！

４
地
区
別
地
域
づ
く
り
計
画　
３
年
目
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

① 

住
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
知
識
、
経

験
を
地
域
の
「
宝
」
と
し
て
共
有
し
、

地
域
の
将
来
や
課
題
解
決
の
た
め
に

本
音
で
話
し
合
う
会
議
で
す
。

② 

雫
石
、
御
所
、
御
明
神
、
西
山
の
４

地
区
ご
と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
児
童
委
員
、
消
防
団

員
そ
の
他
一
般
町
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
住
民
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

③ 

会
議
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
地
域

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
助
言
、
支

援
を
受
け
な
が
ら
庁
舎
横
断
的
に
編

成
さ
れ
た
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

① 

地
域
の
将
来
像
、
地
域
の
現
況
と
課

題
、
課
題
解
決
の
方
向
性
、
地
域
住

民
に
よ
る
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
で
す
。

② 

地
域
（
４
地
区
）
住
民
自
ら
が
実
行

す
る
活
動
計
画
で
す
。
地
区
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
を
想
定
し
、
自
治
会
・

行
政
区
単
位
で
は
取
り
組
め
な
い
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、
行
政
へ

の
要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③ 

地
域
の
総
合
的
・
包
括
的
な
総
合
計

画
で
は
な
く
、
実
践
活
動
や
地
域
の

状
況
を
踏
ま
え
て
毎
年
度
見
直
し
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

雫
石
・
御
所
・
御
明
神
・
西
山
４
地

区
の
地
域
づ
く
り
会
議
に
は
そ
の
地
区

に
お
住
ま
い
の
人
・
お
勤
め
の
人
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
随
時
参

加
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
組
織
や
活
動
に
つ
い
て
状
況

を
整
理
す
る
た
め
、
５
月
〜
９
月
末
を

め
ど
に
、行
政
区
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
地
域
公
民
館
な
ど
組
織
の
代
表
者
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
企
画
財
政
課

地
域
づ
く
り
推
進
室
（
☎
６
０
１
・

５
４
１
９
）

　

町
は
、
人
口
減
少
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
雫

石
・
御
所
・
御
明
神
・
西
山
の
４
地
区
別
に
、「
地
域
づ
く
り
会
議
」

を
開
催
し
な
が
ら
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、
平
成
27
年
度

に
４
地
区
別
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
は
４
地
区
で
13
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
実
践
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
（
次
頁
参
照
）。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
実
践
活
動
を
踏
ま
え
て
見
直
し
た
「
地
域

づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
、
実
践
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民

自
治
と
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
条

例
や
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
会
議
」
と
は

「
地
域
づ
く
り
計
画
」
と
は

地
域
づ
く
り
会
議
メ
ン
バ
ー
募
集
！

地
域
の
活
動
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

私たちが地域づくりを
お手伝いします！

地域づくりサポーター（地域おこし協力隊）地域づくりサポーター（地域おこし協力隊）
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雫石地区
①雫石十景「尋

シュンパオレン

宝人」チーム　　　　　　　　　　　　
　雫石地区の四季や生活を調査し、「宝」として冊子に
まとめる活動を進めました。
②まちおこしセンター情報発信チーム　　　　　　　　
　しずく×CANを誰もが気軽に活用できる地域の拠点
として情報発信の機能を充実させました。
③産直マップチーム　　　　　　　　　　　　　　　　
　地区内の産直や無人販売所を調査し、マップを作成
しました（5月完成予定）。
④雪灯りチーム
　冬の交流イベントとして 2月にアルペン記念公園で
雪灯りを設置しました。

御所地区
①きのこそば農業体験チーム
　子ども会や地区民でソバを栽培し、ソバ打ち体験で
交流し、チームみんなで食べました。
②御所マップチーム
　御所地区内の行事・お祭り・施設などを掲載したカ
レンダー付マップを作成し、地区の世帯に配布しました。
③御所ガーディアンズチーム
　地域の困りごとを解決するため、地域組織の横軸連
携と結いっこの再生を目指し、アンケートを実施しま
した。

御明神地区
①御明神夏まつりチーム
　夏まつりに多くの地域の人が参画できる体制や仕組
みづくりに向け、祭りに参加しワークショップを開催
しました。
②自然・環境学習チーム
　子どもたちへ豊かな自然環境を伝えていくため、御
明神の自然と触れ合う企画を作成しました。
③御明神マップチーム
　地域の歴史や景観スポットを発信するマップを作成
するため、取材を進めました。

西山地区
①あいさつ推進チーム
　地域のつながりを深めるため、あいさつ通信の発行
や、おもてなし牧草ロールアートを作成しました。
②西山十景チーム
　西山の魅力を再発見するための写真コンテストを実
施しました。
③西山マップチーム
　自然や歴史、産直など地域の魅力をマップにまとめ
発信するため、地域行事に参加し取材しました。

▲雪灯りチーム

◀
御
明
神
夏
ま
つ
り
チ
ー
ム

▲あいさつ推進チーム

▲御所マップチームこれまでの
地域づくり
実践活動
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◉
接
続
利
用
し
て
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　

価
値
あ
る
施
設
に

　

河
川
や
用
排
水
路
な
ど
の
汚
れ
の
原

因
は
生
活
排
水
が
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
公
共
下
水
道
の
整
備
の
ほ

か
、
農
業
集
落
排
水
施
設
を
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
処
理
区
域
の
皆
さ
ん
が
自

宅
の
排
水
を
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
に
接
続
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
施

設
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
。

環
境
に
配
慮
し
た
洗
剤
な
ど
も
普
及
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
水
質
保
全
の

た
め
に
も
、
処
理
区
域
内
で
未
接
続
の

場
合
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

◉
29
年
度
は
片
子
沢
地
区
で

　
　
　
　
　
　
　
　

拡
張
工
事
を
実
施

　

平
成
29
年
度
は
片
子
沢
地
区
で
公
共

下
水
道
の
拡
張
工
事
を
進
め
る
計
画
で

す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。
拡
張
工
事
に

加
え
、
以
前
行
っ
た
拡
張
工
事
な
ど
で

仮
舗
装
と
し
て
い
る
道
路
の
舗
装
復
旧

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
か
か
る
財
源

の
確
保
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
有
利
な
資
金
の
活
用
に
努

め
な
が
ら
区
域
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
域
の
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

◉
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

　

浄
化
槽
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め

に
、
集
合
処
理
整
備
計
画
区
域
外
の
一

般
住
宅
お
よ
び
事
業
所
に
設
置
す
る
場

合
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
補
助
額
は
浄
化
槽
の
大
き
さ
で
異
な

り
ま
す
）。

　

既
存
住
宅
の
改
築
の
場
合
は
、
実
利

用
人
数
を
勘
案
し
た
大
き
さ
の
浄
化
槽

設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

　

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
供
用
開

始
済
み
区
域
以
外
の
一
般
住
宅
お
よ
び

事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
の

維
持
管
理
費
用
の
一
部（
一
律
２
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
、
維
持
管
理
契
約
書
に

記
載
し
て
あ
る
契
約
完
了
日
か
ら
１
カ

月
以
内
と
し
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
を

過
ぎ
た
場
合
、
補
助
対
象
で
あ
っ
て
も

申
請
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
単
独
浄
化
槽
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◉ 

排
水
設
備
の
工
事
費
な
ど
に
つ
い
て

資
金
面
で
も
支
援

　

一
般
住
宅
と
共
同
住
宅
を
対
象
に
公

共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
工
事
費
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対
象
と

な
る
の
は
、
処
理
区
域
で
ト
イ
レ
や
台

所
の
水
洗
化
工
事
を
行
う
場
合
で
す
。

【
融
資
限
度
額
】

①
一
般
住
宅
１
３
０
万
円

②
共
同
住
宅
、
貸
家
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

２
５
０
万
円

　

い
ず
れ
の
補
助
も
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
手
続
方
法
な

ど
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
上
下
水
道

課
経
営
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４
０
８
）

き
れ
い
な

き
れ
い
な
水水
環
境
環
境
で
快
適
な
暮
ら
し
を

で
快
適
な
暮
ら
し
を

公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

町
は
、
生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
染
を
防
ぎ
、
清

潔
で
き
れ
い
な
水
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
公
共
下
水
道
な
ど
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
そ
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
住
宅
な
ど
を
対
象
に
し
た

 

各
種
補
助
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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世帯人数変更の際はご連絡ください
　自家水を下水道に接続している場合の使用料は、
世帯人数に応じて算出した料金を請求しています。
世帯人数に変更（転出、転入、出生、死亡）が生じ
た際は、町役場上下水道課までご連絡をお願いします。

悪質な業者に注意を !
　町が指定した工事店でなければ町内での下水道工事がで
きません。町役場の紹介や下水道協会を名乗り、宅地内の
排水設備の点検を行って修理や清掃を強要する業者もあり
ますのでご注意ください。不審な訪問を受けた場合は、訪
問業者の名前などを町役場上下水道課にお知らせください。

片子沢地区

御所小学校御所小学校

　

町
は
、
生
活
用
水
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
水
源
（
取
水
先
）
か
ら
家
屋
ま

で
の
間
に
、
新
た
に
設
置
す
る
源
水
を

た
め
る
た
め
の
タ
ン
ク
や
、
源
水
を
浄

水
施
設
ま
で
送
る
た
め
の
ポ
ン
プ
や
パ

イ
プ
、
凍
結
防
止
装
置
の
動
力
と
し
て

必
要
な
送
電
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
費

用
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
交
付
割
合
と
限
度
額
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。

※
建
物
内
の
配
管
替
え
や
加
圧
ポ
ン
プ

購
入
に
つ
い
て
は
、
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◉
補
助
対
象
者

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に

住
所
を
有
し
、
水
道
未
普
及
地
域
（
条

例
で
規
定
し
て
い
る
給
水
区
域
と
専
用

水
道
給
水
区
域
を
除
く
）
に
住
ん
で
い

る
人

◉
補
助
金
額

　

総
事
業
費
の
10
分
の
８
以
内
の
額（
上

限
額
は
個
人
設
置
２
４
０
万
円
、
共
同

設
置
３
２
０
万
円
）

　

対
象
と
な
る
設
備
や
手
続
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
上
下
水
道
課

経
営
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
８
）

交
付
割
合
・
限
度
額
を
引
き
上
げ

「
水
道
未
普
及
世
帯
へ
の
補
助
金
」

平成 29 年度工事予定箇所

御所公民館御所公民館

御所保育園御所保育園

天
沼
橋

天
沼
橋
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診　健康チェック（健診）も自分らしく生活するための大切なお仕事です。毎年
受診することで、①より早い変化に気付けます！②異常が進む前に改善できま
す！③元気でいれば医療費の節約ができます！　
　受診できる機会を逃さず進んで受診しましょう。

健診・検診名 対象者 問い合わせ先 実施機関

健　

康　

診　

査

特定健康診査

国民健康保険加入者で
40～74 歳までの人
（平成 29 年度中に 75 歳
になる人も含む）※平
成 29 年 4 月 1 日時点で
雫石町国民健康保険に
加入している人に限り
ます。

町役場町民課
（☎ 692-6400）

◉受診券
　5月下旬発送
◉期間
　6月 1日（木）～10 月 31 日（火）
◉場所
・上原小児科医院（☎ 692-3907）
・篠村医院（☎ 692-5151）
・篠村泌尿器科クリニック
　（☎ 692-1285）
・鶯宿温泉病院（☎ 695-2321）
・雫石大森クリニック（☎ 691-2345）
・雫石診療所（☎ 692-3155）
・盛岡つなぎ温泉病院（☎ 689-2101）
・栃内第二病院（☎ 684-1111）
・かつら内科クリニック
　（☎ 658-1223）

※ 特定健診、後期高齢者健診に限り、
JA岩手県厚生連の人間ドックでも受
診することができます。問い合わせ・
申込先は、JA新いわて南部営農経済
センター雫石生活店（☎ 692-3379）

後期高齢者健康診査

後期高齢者医療加入者
で 75 歳以上の人
（65歳以上の障がい者で
広域連合の認定を受け
た人も含む）

基本健康診査

40 歳以上
（特定健診、後期高齢者
健診などの制度の対象
とならない人）

町健康センター
健康推進課

（☎ 692-2227）

節目総合健康診査 35・40・45・50・55・60歳
◉受診券　7月発送
◉期　間　7月 27 日（木）～30 日（日）
◉場　所　町保健センター

が　

ん　

検　

診

結核および肺がん検診 40 歳以上

詳細につきましては、広報しずくいし
お知らせ版に随時掲載しますので、ご
覧ください。

肺がん喀
かくたん

痰検診 40 歳以上

大腸がん検診 40 歳以上

胃がん検診 40 歳以上

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

乳がん検診 40 歳以上の女性

前立腺がん検診 50 歳以上の男性

超音波検診 35 歳以上

肝炎ウイルス検診 当該年度 40 歳

◉町が実施する健診など

健康な将来をつくるのは
あなた自身です！健
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11 広報しずくいし● 2017年 5月 10日●第 825号

〝
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
〞

　

春
は
、
ク
マ
が
冬
眠
（
冬
ご
も

り
）
か
ら
目
覚
め
、
食
べ
物
を
求

め
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
今
年
は

昨
年
に
引
き
続
き
親
子
グ
マ
が
多

く
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
母
グ
マ
は
、
子
グ
マ
を
守
る

た
め
、特
に
攻
撃
的
に
な
り
ま
す
。

　

山
に
入
る
際
は
、
ク
マ
と
出
遭

わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

グ
ル
ー
プ
行
動
を
基
本
と
し
、

朝
夕
は
山
中
に
は
入
ら
な
い
。

▽
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
細
心
の

注
意
を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
明
け
方
と
夕
暮
れ
時
は
、
ク

マ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
の
で
避

け
ま
し
ょ
う
。

◆ 

ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
、

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

▽
入
山
予
定
地
域
の
出
没
情
報
を

あ
ら
か
じ
め
町
役
場
に
問
い
合
わ

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆ 

ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出

る
も
の
を
携
帯
し
、
歩
き
な
が

ら
掛
け
声
を
か
け
る
な
ど
、
ク

マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

▽
ク
マ
は
、
聴
覚
や
嗅
覚
が
優
れ

て
い
る
た
め
人
の
接
近
を
い
ち
早

く
察
知
し
、
人
を
避
け
ま
す
。

◆ 
天
候
の
悪
い
日
の
入
山
や
水
流

の
激
し
い
沢
周
辺
は
、
特
に
注

意
す
る
。

▽
雨
や
風
、
水
の
音
、
霧
な
ど
に

よ
り
、
ク
マ
も
人
の
気
配
に
気
づ

か
ず
接
近
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

子
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち

去
る
。

▽
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
ま

す
。
母
グ
マ
は
子
グ
マ
の
危
険
を

感
じ
て
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆ 

山
菜
採
り
は
、
周
囲
を
確
認
し

な
が
ら
、
節
度
を
持
っ
て
。

▽
ク
マ
も
山
菜
が
好
物
で
す
。
山

菜
が
多
い
と
こ
ろ
に
は
ク
マ
も
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
足
跡
や

糞
、
食
痕
、
爪
痕
な
ど
を
見
つ
け

た
ら
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

◉ 

も
し
ク
マ
に
出
遭
っ
て
し
ま
っ

冬
眠
明
け
のク

マ
に
注
意
！

た
ら
…

▽
ク
マ
が
遠
く
に
い
る
と
き
に

は
、
あ
わ
て
な
い
で
静
か
に
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

▽
近
く
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る

ク
マ
に
出
遭
っ
た
と
き
は
、
ク
マ

か
ら
目
を
離
さ
ず
、
持
ち
物
を
静

か
に
地
面
に
お
い
て
注
意
を
そ
ら

し
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
で
離

れ
ま
し
ょ
う
。
背
中
を
見
せ
て
逃

げ
る
と
、
ク
マ
は
本
能
的
に
襲
っ

て
き
ま
す
。

▽
突
然
ク
マ
に
襲
わ
れ
た
と
き

は
、
前
足
で
顔
面
や
頭
部
を
攻
撃

す
る
の
で
、
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
、両
手
で
、顔
・

頭
を
か
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

雫
石
町
内
で
は
、
昨
年
度
、
矢

櫃
･
町
場
地
区
や
大
村
地
区
な
ど

で
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
や
田
ん
ぼ
の

畦
畔
の
掘
返
し
な
ど
に
よ
る
被
害

が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
４
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
４
〜
６
頭
出
産
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
イ
ノ
シ

シ
（
し
ま
模
様
の
ウ
リ
坊
）
が
い

た
ら
、
近
く
に
母
イ
ノ
シ
シ
が
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
絶
対
に
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
農
繁
期
を
迎
え
、
外
で
の
作
業

も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆ 

生
ゴ
ミ
や
廃
棄
農
作
物
な
ど
を

外
に
放
置
し
な
い
。

▽
イ
ノ
シ
シ
の
エ
サ
に
な
る
の

で
、
野
外
に
生
ご
み
を
放
置
し
た

り
、
畑
の
野
菜
く
ず
を
放
棄
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◉ 

も
し
イ
ノ
シ
シ
に
出
逢
っ
て
し

ま
っ
た
ら
…

◆ 

落
ち
着
い
て
、
速
や
か
に
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
る
。

▽
慌
て
て
走
り
出
さ
ず
に
落
ち
着

い
て
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
相
手
が
こ
ち
ら
を

見
て
い
た
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
後

ず
さ
り
し

な
が
ら
そ

の
場
を
立

ち
去
り
ま

す
。

▽
イ
ノ
シ

シ
は
時
速

40
〜
50
㌖
で
走
る
こ
と
が
で
き
、

人
間
が
走
っ
て
逃
げ
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。

▽
イ
ノ
シ
シ
の
進
路
は
ふ
さ
が
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
し
な
い
。

▽
大
声
を
出
し
た
り
、
物
を
投
げ

た
り
す
る
と
イ
ノ
シ
シ
が
興
奮
し

て
人
を
襲
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
牙
を
鳴
ら
し
て
音
を
出
し
た

り
、毛
を
逆
立
て
る
、地
面
を
ひ
っ

か
く
な
ど
の
動
作
を
し
て
い
る
と

き
や
、
住
宅
街
に
迷
い
込
ん
だ
と

き
は
、
興
奮
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
の
で
、
速
や
か
に
安
全
な
場

所
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
裏
や
家
の
中

な
ど
イ
ノ
シ
シ
か
ら
見
え
な
い
と

こ
ろ
）
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

◉ 

電
気
柵
設
置
に
補
助
し
ま
す
。

　

農
作
物
を
守
る
に
は
、
ネ
ッ
ト

柵
や
電
気
柵
の
設
置
が
有
効
で

す
。
電
気
柵
設
置
補
助
に
つ
い
て

は
本
紙
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
を
目

撃
し
た
と
き
や
、
人
身
被

害
・
農
作
物
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
町

役
場
農
林
課
林
業
担
当（
☎

６
９
２
・
６
４
９
５
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
が
拡
大
！

イノシシによる掘返し

〝
イ
ノ
シ
シ
〞
に
注
意
！

〝
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
〞
〝
イ
ノ
シ
シ
〞
に
注
意
！
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6月 2日に特設人権相談所を開設

雫石町の人権擁護委員（4月 1日現在）
氏　名 行政区 電話番号

藤原　恒
つね

子
こ

六区 693-3920

谷藤　全
まさかつ

功 林 692-1662

阿部　直
なお

樹
き

安庭 090-2971-5040

小田　　勝
まさる

上春木場 692-3572

林　秀
しゅういちろう

一郎 駅前 692-2989

熊谷　幸
さち

子
こ

上町三 692-4479

　6 月 1 日の「人権擁護委員の日」（人権擁護委員法
が施行された日）を記念して、町は、6月 2 日（金）
に次のとおり「特設人権相談所」を開設します。
　相談者の秘密は固く守られますので、お気軽に相談
にお越しください。
【 相談内容】相続、家庭問題、近隣問題、いじめ問題、
差別問題、その他困りごと全般　※相談は無料で、
秘密は固く守られます。

【日時】6月 2日（金）13 時～15 時
【場所】雫石町総合福祉センター
【 問い合わせ先】盛岡地方法務局（☎ 624-9859）、町
役場総合福祉課福祉企画担当（☎ 692-6472）
～人権擁護委員は、まちの相談パートナーです～

　

助
成
額
は
１
回
の
治
療
に
つ
き
５
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◉
一
般
不
妊
治
療
費
助
成

　

特
定
不
妊
治
療
お
よ
び
男
性
不
妊
治

療
を
除
く
不
妊
治
療
（
不
妊
検
査
を
含

む
）
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

助
成
額
は
１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

各
助
成
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
健
康
推
進
課
（
健

康
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
９
２
・
２
２
２
７
）

　

町
は
、
少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
不
妊
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◉
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
の
方
法

に
よ
る
特
定
不
妊
治
療
に
対
し
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
額
は
１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◉
男
性
不
妊
治
療
費
助
成

　

T
E
S
E
（
精
巣
内
精
子
生
検
採
取

法
）
や
M
E
S
A
（
精
巣
上
体
内
精
子

吸
引
採
取
法
）
に
よ
る
治
療
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

周
知

農
業
者
年
金
の
現
況
届

巡
回
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す

年
金

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年
金

の
現
況
届
の
受
け
付
け
を
町
内
４
地
区

を
巡
回
し
て
行
い
ま
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
直
接
受
給
者
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

【
巡
回
受
け
付
け
の
日
時
・
場
所
】

◉
雫
石
地
区
▽
６
月
７
日
（
水
）

　

10
時
〜
12
時
・
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
西
山
地
区
▽
６
月
７
日
（
水
）

　

14
時
〜
16
時
・
西
山
公
民
館

◉
御
所
地
区
▽
６
月
８
日
（
木
）

　

10
時
〜
12
時
・
御
所
公
民
館

◉
御
明
神
地
区
▽
６
月
８
日
（
木
）

　

14
時
〜
16
時
・
御
明
神
公
民
館

※
巡
回
受
付
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場

合
は
、
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
農
業

委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
直
接
提
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
６
９
２
・
６
５
９
５
）

　町は、国民健康保険に関する条例や予
算などを審議する運営協議会の委員のう
ち、町民代表として国保加入者から 3人
を募集します。この協議会は、国民健康
保険税の税率や給付内容など国民健康保
険事業の運営に関する重要事項を審議す
るための機関で、被保険者委員（3人）、
保険医療機関委員（3人）、公益委員（3人）
で構成されています。
【任期】平成 29 年 7 月 1 日～平成 31 年 6
月 30 日（2年間）
【募集期限】6月 16 日（金）
【申し込み方法】町役場町民課に直接申
し込みしてください。
【問い合わせ先】町役場町民課国保担当
（☎ 692-6478）

町国民健康保険運営協議会
被保険者代表委員を募集
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町
は
、
消
防
団
員
の
迅
速
で
正
確
な

消
防
機
器
の
操
作
技
術
向
上
と
確
実
軽

快
な
部
隊
行
動
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、
消
防
操
法
等
競
技
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

団
員
は
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
日
々

訓
練
を
重
ね
競
技
会
に
挑
み
ま
す
。
消

防
団
の
勇
姿
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
11
日
（
日
）
８
時
〜

【
場
所
】
町
役
場
庁
舎
前
駐
車
場

消
防
操
法
等
競
技
会
は
６
月
11
日
開
催

消
防
団
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い

消
防

署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

不
注
意
か
ら
火
災
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
完
全
な
消
火
の
確
認
ま
で
そ

の
場
を
離
れ
な
い
な
ど
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
野
外
焼
却
の
禁
止

に
つ
い
て
▼
町
役
場
環
境
対
策
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
０
３
）、
火
災
予
防
に

つ
い
て
▼
盛
岡
西
消
防
署
雫
石
分
署

（
☎
６
９
２
・
６
１
１
９
）、
町
役
場
防

災
課
（
☎
６
９
２
・
６
４
１
０
）

　

町
内
で
は
、
野
焼
き
や
ご
み
の
焼
却

に
よ
る
火
災
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
焼
却
す
る
野
外
焼
却
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
一
部
の
例
外
（
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
農
業
者
が
行
う
稲

わ
ら
等
の
焼
却
な
ど
）
を
除
き
禁
止
さ

れ
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
、
火
災
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
煙
ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防

野
焼
き
な
ど
に
よ
る
火
災
が
頻
発

野
外
で
の
焼
却
に
は
十
分
注
意
を
！

防
災

　

ま
た
、
町
で
は
消
防
団
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
入
団
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ

は
町
役
場

防
災
課（
☎

６
９
２
・

６
４
１
０
）

ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

日々の練習成果を披露する団員

　町内における住宅用火災警報器の設置率は
84.2%（平成 29 年 3 月末現在）で、盛岡地区広域
消防組合管内では 7 番目の設置率になっています（1
番目は岩手町で 93.4％）。
　住宅用火災警報器は、すべての一般住宅に設置が
義務付けられています。未設置のご家庭は、火災
からご自身やご家族の命を守るため早期に設置しま
しょう。
　住宅用火災警報器を設置したときは、盛岡西消防
署雫石分署（☎ 692-6119）への届け出も併せてお
願いします（届出書により設置率が算出されます）。
また、設置済みの場合でも、電子部品の寿命や電池
切れなどで、火災を感知しなくなることもあるた
め、設置からおおむね 10 年を目安に機器本体の交
換をお勧めします。
【問い合わせ先】町役場防災課（☎ 692-6410）

設置はお済みですか？
設置済みでも10年を目安に交換を！

住宅用火災警報器 山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
到
来

遭
難
防
止
の
心
得
に
つ
い
て

注
意

▪ 

笛
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
、
非
常
食

を
携
行
す
る
。

▪
迷
っ
た
ら
冷
静
に
行
動
す
る
。

※
迷
っ
た
場
合
は
盛
岡
西
警
察
署
（
☎

６
４
５
・
０
１
１
０
）
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。携
帯
電
話
で
の
通
話
に
よ
り
、

位
置
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な

り
、
早
期
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
防
災
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
１
０
）

　

春
の
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

し
ま
す
。
山
菜
採
り
に
出
か
け
る
と
き

は
、
遭
難
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
次
の

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▪ 

行
き
先
や
帰
宅
予
定
時
間
を
家
族
に

告
げ
て
か
ら
出
か
け
る
。

▪
一
人
で
は
な
く
、複
数
で
行
動
す
る
。

▪ 

入
山
前
に
全
体
の
地
形
を
把
握
し
、

目
標
物
を
常
に
確
認
す
る
。

▪
目
立
つ
色
の
服
を
着
用
す
る
。
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申
込
期
間
は
５
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
入
居
者
全
員
の
続
柄
、
本
籍
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類（
住
民
票
の
写
し
）

③
市
町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書

（
平
成
28
年
度
の
も
の
、
入
居
す
る

人
全
員
分
）

※
そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
各
種
書

類
の
写
し
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
書
類
に
よ
っ

て
は
、
取
得
す
る
ま
で
に
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
相
談
、
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
提
出
の
際
、
家
族
の
状
況
な

ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。
本
人
ま
た
は

家
族
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
を
町
内

か
ら
2
人
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す

（
雫
石
町
内
に
居
住
し
て
い
て
、
入

居
者
と
同
等
以
上
の
収
入
が
あ
り
、

独
立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
人
）。

③
入
居
す
る
際
、
敷
金（
家
賃
の
3
カ

月
分
）
を
徴
収
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
5
月
12
日（
金
）
〜
26
日

（
金
）　

※
受
付
時
間
▽
平
日
の
8
時
30

　

町
は
、
町
営
春
木
場
住
宅
1
戸
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
現
に
雫
石
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）が
あ
る
こ

と（
た
だ
し
60
歳
以
上
の
人
、障
が
い

者
、生
活
保
護
受
給
者
、配
偶
者
か
ら

暴
力
被
害
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

④
法
令
に
定
め
る
左
記
の
収
入（
所
得
）

の
範
囲
で
あ
る
こ
と
。

・
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
な
ど（
裁

量
階
層
）
の
世
帯
▼
月
額
21
万
4
千

円
以
下

・
一
般
世
帯
▼
月
額
15
万
8
千
円
以
下

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
な
ど
に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ

と
。

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
地
域
整
備

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

◉入居者を募集する住宅

募集住宅 募集
戸数 構　造 間取り 浴槽 家賃 建築

年度

春木場 1戸 木造　2階建て 3DK ユニット
バス

26,400 円～
70,100 円 H19

●
入
居
資
格

●
申
込
時
の
提
出
書
類

●
そ
の
他

分
〜
17
時

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
町
役
場
地

域
整
備
課
住
宅
公
園
担
当（
☎
6
9
2・

6
5
7
9
）

※家賃▶所得により異なります。

いよいよ夏山シーズンの幕開け！　駒ヶ岳山開きは 6月 1日
　いよいよ夏山シーズンが幕開けします。本町と秋田
県仙北市にまたがる駒ヶ岳の山開きは 6月 1 日（木）に
行われます。
　当日は 8時から国見登山口で神事を行ったあと、記
念登山を始めます。山頂（男岳）では、秋田県側から登っ
てきた登山者とピッケル交換など山頂交歓会を行いま
す。高山植物も咲き始め、心地よい登山が楽しめます。
【悪天候時の判断】当日 6時に登山実施の有無を決定し

ます。悪天候の場合は、（一社）しずくいし観光協会（☎
692-5138）までお問い合
わせください。天候の状
況によっては登山が中止
になる場合があります。
【問い合わせ先】町役場
観光商工課観光施設担当
（☎ 692-6475） 安全に登山を楽しみましょう！
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町
内
の
国
道
46
号
雫
石
バ
イ
パ
ス
沿

線
約
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
両
側
歩

道
と
町
役
場
ま
で
の
町
道
を
花
で
飾
る

「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
は
、
１
９
９
３

年
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
大

会
の
開
催
決
定
を
契
機
に
始
ま
り
、
今

年
で
28
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
花
苗
の
植
栽
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や

お
友
達
を
誘
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】６
月
４
日（
日
）７
時
30
分（
受

け
付
け
）、
８
時
（
開
会
式
）、
９
時
こ

６
月
４
日
開
催　

花
で
飾
る
雫
石
バ
イ
パ
ス

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽
協
力
者
募
集

募
集

昨年の植栽の様子

ろ
終
了
予
定
（
雨
天
決
行
）

【
植
栽
区
間
】
国
道
46
号
（
雫
石
バ
イ

パ
ス
）
黒
沢
川
交
差
点
〜
和
野
こ
線
橋

【
内
容
】
開
会
式
終
了
後
、
バ
イ
パ
ス

歩
道
上
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
苗
を
植
え

ま
す
。
植
栽
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

人
に
は
花
苗
と
ジ
ュ
ー
ス
を
差
し
上
げ

ま
す
。

【
持
ち
物
】
植
栽
に
必
要
な
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
、
歩
き
や
す
い
服
装
。
天
候
に
か

か
わ
ら
ず
植
栽
し
ま
す
の
で
天
気
に
よ

り
雨
具
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
50
人
（
先
着
順
）

【
応
募
方
法
】電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
植
栽
協
力
者
募
集
応
募
フ
ォ
ー

ム
」
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
明
記
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
お
名
前
（
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

応
募
す
る
場
合
は
代
表
者
名
）　

②
参

加
人
数　

③
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

【
申
込
期
限
】
５
月
26
日
（
金
）
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
町
役
場
地

域
整
備
課
（
☎
６
９
２
・
６
５
７
５
、

は
が
き
▽
〒
０
２
０
・
０
５
９
５
（
住

所
記
載
不
要
）、
F
A
X
▽
６
９
２
・

２
１
３
０
）

「 ふるさと文化振興基金 ふるさと文化振興基金   」２次募集を受け付けます
　町は、平成 29 年度ふるさと文化振興基金の補助対
象事業の 2次募集を行っています。
　ふるさと文化振興基金は、町民の皆さんが文化や産
業の振興のために自主的に取り組む活動や研修に対
し、補助金を交付する制度です。
〈助成する活動および調査研究〉
◉文化、芸術の保存・伝承および活性化のための事業
◉福祉、保健衛生の向上のための事業
◉産業、スポーツ、教育、観光の活性化のための事業
◉自然保護、環境対策のための事業
◉まちづくりシンポジウム、講演会の開催など
〈補助金の割合および限度額〉
　次の 2区分のうち、いずれかで応募できます。
① 補助対象経費の 2分の 1以内の額（新規事業および
継続事業の場合、上限 50 万円）

② 補助対象経費の全額（新規事業のみ、上限 20 万円、
1回限り）

〈申し込み期限〉　6月 12 日（月）17 時

〈問い合わせ・申込先〉
町役場企画財政課地域づくり推進室（☎ 692‒6409）
※必要書類は、町役場企画財政課に備え付けています。
また、町ホームページからダウンロードできます。

▲さぽる手 Shizukuishi（工藤昭敏代表）が、ふるさと文
化振興基金を活用して開催した「アンガーマネジメント講
座」の様子（平成 28 年 12 月 10 日）
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問い合わせ先▷長寿支援課　雫石町地域包括支援センター（☎ 691-1105）

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの生活を総合的に支援しています。お気軽にご相談ください。
地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

気軽 ご相談 だ
～健

け ん こ う

幸長寿への道～

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れ
た地域で生活を続けることができるよう、介護・福祉・健
康・生活全般などさまざまな面から支援しています。

「悩みはあるが、どこに相談すればよいかわからない」
「一人暮らしの親の物忘れがひどくなってきたようだ」
「近所の高齢者が閉じ
こもりがちで心配」
「地域で高齢者のため
の活動をしてみたい」

今年度も「シルバーリハビリ体操3級指導者養成講習会」を開催します！今年度も「シルバーリハビリ体操3級指導者養成講習会」を開催します！
　シルバーリハビリ体操指導者の養成
は平成 27 年度から岩手県が取り組み
始め、雫石町は県からモデル町の指定
を受け、取り組んでいます。
　指導者は町内に 33 人おり、公民館
などで活動しています。超高齢社会の
現代にあって、いつまでも元気で、自分らしく、住み
慣れた地域で暮らし続けられることはとても大切で、
その一翼を担うのがシルバーリハビリ体操指導者です。
　シルバーリハビリ体操は、いつでも・どこでも・一
人でもできる体操で、指導することにより自分自身の
健康維持はもちろん、参加者の健康維持にもつながり
ます。皆さんの元気と熱意で、この新しい体操による
地域づくりに参加してみませんか？
【日程】5 月 31 日（水）、6月 2日（金）、6月 7日（水）、
6月 9日（金）、6月 14 日（水）、6月 16 日（金）
いずれも 10 時 00 分～16 時 00 分
※全 6日間（資格取得にはすべてを受講していただく
必要があります）

※修了すると岩手県知事より認定証が発行されます。
【会場】いわてリハビリテーションセンター（雫石町
七ツ森 16 番地243）
【対象者】おおむね 60 歳以上で、修了後に指導活動（ボ
ランティア）ができる人（60 歳未満の人でも、まずは
お問い合わせください）
【受講料】無料
【持ち物】筆記用具、昼食、動きやすい服装、上履き
【申し込み・問い合わせ先】町地域包括支援センター

地域包括支援センターをご活用ください！地域包括支援センターをご活用ください！

【なんでもご相談ください】
　介護に関する悩みや困りごと、健康
や福祉、医療や生活に関することなど、
なんでもご相談ください。ご自宅に訪
問することもできます。

　介護保険、総合事業、各種高齢者福
祉サービスの窓口ともなっていますの
で、お気軽にご相談ください。

【皆さんの権利を守ります】
▪「成年後見制度」の紹介、支援
▪高齢者虐待の防止、早期対応

【自立して生活できるよう支援します】
▪介護予防に関する情報提供や相談、健康教室

▪ 要介護認定「要支援」、「総合事業対象者」
の人のケアプラン作成

【さまざまな方面から皆さんを支えます】
▪地域のケアマネジャーの支援
▪ 関係職種や機関との連携やネット
ワークづくり

例えば…

昨年度の修了式の様子
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　ごみの減量、リサイクルを 【担当】町役場環境対策課

（☎ 692-6403）

0
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119.4

38.9

329.0

146.8

57.3467.4
合計 533.1

合計

286.6

166.1

54.0
506.7
合計

ごみ排出量

資源ごみ排出量　　

事業系ごみ排出量

家庭ごみ排出量（資源ごみ除く）
岩手県 3R
推進キャラクター

（単位：トン）

平成 29 年 3 月に排出されたご
みの量は 506.7㌧。そのうち家
庭から排出されたごみは286.6
㌧でした。引き続きごみの減
量化のご協力をお願いします。

　町は、放射線の影響に対す
る町民の皆さんの不安を軽減
するため、皆さんが持ち込む
食品などの放射性物質の測定
を行っています。また、町内
の小中学校と保育所（園）の
給食も同様の測定を定期的に
行っております。
　測定には予約が必要です。
希望される人は町役場環境対
策課（☎ 692-6403）までお問
い合わせください。町ホーム
ページにも検査結果を随時掲
載しています。また、県ホー
ムページには県内で生産され
た農産物などの測定結果が掲
載されています。

食品などの
放射性物質の測定
を行っています

【使用済み食用油拠点回収実績】
平成 27年 3月 平成 28年 3月 平成 29年 3月

回収量（ℓ） 192 205 169

◆ 使用済み食用油は有効な資源で、燃料として再利用されています。
※回収場所は町役場な
ど町内 15 カ所です。
町HPをご覧ください。

　町は、不法投棄の抑止と早期発見に努めるため、
監視員による巡回パトロールを実施しています。
昨年1年間の収集物の重量は2,470㌕でした。
　特に、家電リサイクル法施行後、家電 5品目の
不法投棄が町内でも多発しており、これらの処分
には町費が充てられています。「しない」「させない」。
皆さんの監視の目で不法投棄を追放しましょう。　不法投棄された家電不法投棄された家電

不法投棄は犯罪です！

　調理実習を中心とした食事や栄養のことについて、仲間と
楽しく学んでみませんか？この教室は、食生活改善推進員の
養成講座も兼ねています。
【対象者】町内在住の人　※男性の参加者大歓迎です！
【定員】10 人（先着順）　【会場】保健センター
【時間】10 時～13 時（全 10 回）

日程 講座内容
6月 23 日（金）開講式／町の健康／雫石の宝ヘルシー食
7月 5日（水）栄養と調理の基本／適塩生活バランス食
8月 9日（水）食品衛生と食環境／日差しに負けない美肌食
8月 31 日（木）食事バランスガイド／旬な野菜たっぷり食
9月 22 日（金）口腔ケア／カミカミ食（よく噛む食事）
10 月 3 日（火）生活習慣病予防／旨い脂＋秋野菜＝ヘルスアップ食
11 月 7 日（火）高齢者の健康づくり／乳和食（にゅうわしょく）
12 月 12 日（火）食生活改善推進員と交流／雫石の伝統食作り
1月 15 日（月）身体活動・運動／鉄だけじゃない！貧血改善食
2月 7日（水）食事バランスガイド版お弁当作り／閉講式

【受講料】1回につき 500 円（調理実習材料代）
【申込期限】5月 31 日（水）
【問い合わせ・申込先】町健康推進課（健康センター内☎ 692-2227）

私たちの健康は私たちの手で
“栄養教室”受講生大募集！　5 月上旬ころから、町内の圃場では菜

の花が咲き始めています。町は、平成 19
年から「しずくいし菜のテクノロジープ
ロジェクト」として、菜の花の栽培から
なたね油の搾油、そして廃食用油を回収
し、軽油の代替燃料となるバイオディー
ゼル燃料化まで一貫した資源循環サイク
ルの確立に取り組んでいます。
　今年の菜の花栽培面積はおよそ 13 ヘ
クタールです（菜の花マップは町ホーム
ページに掲載）。町内福祉作業所で搾油
されたなたね油は「菜の雫」
の名で道の駅雫石あねっこ
や雫石銀河ステーション 2
階売店など町内店舗で販売
されています。町民の皆さ
んも、なたね油の利用によ
るプロジェクトへのご理解
とご協力をお願いします。
【問い合わせ先】町役場農
林課（☎ 692-6405）

菜の花が見頃に！
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●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場総務課広報担当】
〒020‒0595（住所不要）
電話番号：直通 692－6570
FAX 番号：692－1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

ま
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来
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所
小
の
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童
を
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表
し
て
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
る
杉
沢
直
輝
く
ん

春の全国交通安全運動を展開
のぼりロード大作戦や交通安全教室を実施

4 月 6 日～26 日

　4月 6日～15 日の 10 日間、「子供と高齢者の交通事故防止～事故にあ
わない、おこさない～」をスローガンに春の全国交通安全運動が実施さ
れました。13 日の早朝には、「のぼりロード大作戦」が行われ、雪の残
る厳しい寒さの中、約 230 人の参加者がのぼり旗を持って国道 46 号の
沿道に立ち、ドライバーに交通安全を呼び掛けました。
　また、運動期間に合わせて雫石町内の小学校・保育所では、「交通安
全教室」が実施されています。20 日（木）には、下長山小学校と橋場
小学校・橋場へき地保育所で交通安全教室が行われました。児童たちは、
お巡りさんや交通指導員の話を真剣に聞いた後、信号機を使って横断歩
道を渡る練習や、交通ルールを
守りながら自転車を運転する練
習をしました。

新たな仲間と刻む学び舎の歴史
町内 8小学校で入学式、御所小学校では開校式挙行

4 月 7 日

　4月 7 日、雫石町内 8小学校では入学式が行われ、
122 人の新一年生が期待を胸に新たな小学校生活をス
タートしました。
　平成 30 年 4 月に御明神小学校と統合となる橋場小
学校（千葉裕之校長、児童数 15 人）には 3人の新一
年生が入学。入学式では緊張した様子でしたが、自分
の名前が呼ばれると、目を輝かせながら元気いっぱい
に「はい！」と返事をしていました。
　また、御所小学校（髙橋司校長、児童数 116 人）で
は開校式が行われ、児童を代表して杉沢直輝くん（6
年）が、「たくさん友だちを作って、新しい歴史を作っ
ていけるように頑張ります」と誓いの言葉を述べまし
た。深谷町長は「南畑・大村・安庭 3校の貴重なご意
見をいただき開校することができました。新しい環境
に不安があると思いますが、素晴らしい友だちができ
ると思います。勉強やスポーツを頑張ってください」
と新学校へ期待を込めてあいさつしました。校史の幕
開けとなったこの日は、15 人の新一年生が入学。上
級生に笑顔と拍手で迎えられ、新たな一歩を踏み出し
ました。

◀
橋
場
小
の
新
一
年
生

のぼり旗を掲げ交通安全を呼びかける
「のぼりロード大作戦」

交通安全教室で横断歩道を渡る練習をする下
長山小児童
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TOWN TOPICS

　4月 17日、雫石高校（松尾和彦校長、生徒数106人）
で 1年生 25 人と教職員を対象に、「いのちの危機を乗
り越えるために」をテーマに「いのちの授業」が行わ
れました。この授業は、未来の風せいわ病院智田文徳
理事長が講師を務め、若年層への自殺予防普及啓発を
目的に開かれ、今回で 3回目の開催となります。
　智田理事長からは、「私の目的は、一人でも多くの
自殺を防ぐことです。皆さんは自分の安心できる・安
全な場所を作ることが大切です」などの話が生徒らに
伝えられました。

雫石高校でいのちの授業
自分自身を認める大切さなど学ぶ

4 月 17 日

風船バレーで授業の緊張をほぐす生徒たち

雫石の春の風物詩
夢のせて大空泳ぐ鯉のぼり

4 月 21 日

女性団体連絡協議会、NPO法人しずくいし、細川会が収益金を寄附
社会福祉・災害復興への思いを届ける

4 月 10 日～14 日

　4月 21 日、開花を間近に控えた桜の木が立ち並ぶ
雫石川園地で、鯉のぼりを泳がせよう掲揚式が行わ
れ、「雫石川の鯉のぼりを支援する会」のメンバーの
指導のもと、西根小学校（下川恵司校長、児童数43人）
の 1～4年生 30 人が掲揚のお手伝いをしました。
　掲揚式では児童らが、「アイドルになりたい」「弁
護士になりたい」など将来の夢を発表。150 匹ほど
の鯉のぼりが、子どもたちの夢をのせて雫石川上空
を泳ぎました。また、この日はヤマメの稚魚約 2,000
匹の放流も行われました。　

鯉のぼりの掲揚をお手伝いする児童

寄付金を深谷町長に手渡す土橋理事長 寄付金を深谷町長に手渡す細川代表
義援金を伊達岩泉町長に手渡す女性団体
連絡協議会の役員ら

　雫石町女性団体連絡協議会の構成団体役員ら 9人
は、3月 29 日に岩泉町を訪問し、2月に開催した「女
性のつどい」で得た参加料の一部を伊達勝身岩泉町
長に手渡しました。4月 10 日、役員らは町役場を訪
れ、現地で見てきた台風 10 号による被災状況を深谷
町長に報告。深谷町長は「岩泉・雫石両町のつなが
りが深まったと思います。町として感謝しています」
とお礼の言葉を述べました。
　また、NPO法人しずくいし（土橋幸男理事長）は、
3月 19 日に中央公民館野菊ホールで開いた「2017 春
の民謡&マジックチャリティーショー」の収益金を、
町を通し雫石町社会福祉協議会に寄付しました。4

月 11 日、土橋理事長や、ショーを盛り上げた中川愛
子さんらが町役場を訪れ、大変好評を得たステージ
の様子を伝えながら、深谷町長に現金 15 万円を手渡
しました。土橋理事長は「町の福祉に役立ててほしい」
と、寄付金に思いを込めました。
　さらに、4月 14 日、雫石郷土芸能伝承活動細川会
（細川チエ代表）は町役場を訪れ、4月 2 日に岩手県
民会館で開いた「第 35 回細川会チャリティー発表会」
の収益金 10 万円を、町を通し雫石町社会福祉協議会
に寄付しました。同会による寄付は発表会の初回か
ら続けられ、今回で 35 回目を数えます。
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増谷です！増谷です！

地域お
こし

地域お
こし

協力隊協力隊

～～活動
日記活動日
記～～

　地域おこし協力隊とは、地域外から地域協力活
動に積極的な人材を誘致し、地域おこし活動を推
進するとともに、その定住および定着による地域
の活性化を図ることを目的とした取り組みです。
このコーナーでは、地域おこし協力隊の活動や、
隊員たちの目から見た私たち地元民では気付かな
い雫石町の“魅力”などについて紹介していきます。

第22回

地域おこし協力隊
のフェイスブック
QRコード

お盆の霊灯り
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【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

①職種 ②基本給 ③求人番号 ④必要資格
など　注）◉印は正社員採用、 は普
通車運転免許、 は大型車運転免許、
はAT限定不可

町の求人情報町の求人情報

◆雫石町役場（千刈田 ) ①保育士（西根保育所）② 138,600 円～
151,200 円③ 07695571 ④保育士
◆同①保育士（御明神保育所）② 138,600 円～151,200 円③
07697771 ④保育士
◆社団医療法人康生会鴬宿温泉病院（南畑）◉①介護福祉士②
140,000 円～157,900 円③ 09760171 ④介護福祉士（経験者優遇）
◆同◉①介護職員・看護補助② 136,000 円③ 09761071 ④経験者
優遇
◆同◉①薬剤師② 200,000 円～400,000 円③ 09762371 ④薬剤師
◆盛岡軌道工業株式会杜（町内 ) ◉①鉄道軌道工事作業員②
182,000 円③ 09429071 ④
◆社会福祉法人結和会（上町 ) ◉①生活支援員② 169,900 円～
222,500 円③ 09069371 ④経験者優遇、精神保健福祉士、社会福祉
士、介護福祉士の資格あれば尚可
◆㈱コメリ東北地区本部（町内）◉①総合職・エリア社員（岩手県
央地域）② 156,000 円～208,000 円③ 03040-02297871 ④
◆㈲猿子園芸（長山 ) ◉①選花作業および栽培管理補助② 127,000
円～172,000 円③ 08438571 ④不問
◆小岩井農産㈱（丸谷地 )①施設管理業務② 152,950 円～161,000
円③ 08219071 ④
◆小岩井農牧㈱（丸谷地 )①乳製品の製造② 133,980 円～160,380
円③ 07914971 ④
◆岩井建設㈱（繋 ) ◉①一般事務② 150,000 円～170,000 円③
08004871 ④事務経験、パソコン操作（ワード、エクセル）、
◆司法書士北田始事務所（千刈田 ) ①事務員② 135,000 円～
155,000 円③ 07896371 ④法律関係の職種経験者優遇、
◆㈱及川製作所（町内 )◉①空調設備工事② 195,500 円～299,000
円③ 07752871 ④
◆㈱菊池工業（繋 ) ◉①大型運転手（トレーラー・セルフ・大型ダ
ンプのいずれか）② 207,000 円～287,500 円③ 07702771 ④経験
者優遇、
◆社会福祉法人江刺寿生会養護老人ホーム松寿荘（七ツ森 ) ①夜勤
専門介護職員② 140,380 円③ 07395971 ④経験者優遇、ホームヘ
ルパー２級以上
◆同①看護職員②184,800円③07402371④看護師・准看護師経験、

◆㈱ＪＯＤ（町内 ) ◉①旅館業務一般② 140,000 円③ 07421771
④
◆㈱ビルド遠藤（町内 ) ◉①建設機械オペレーター、ダンプ運転手
② 195,500 円～322,000 円③ 03011- 00199871 ④経験３年以上、
車両系建設機械（オペレーターは必須）、 （大型特殊あれば尚可）
◆ 同 ◉ ① 土 木 作 業 員 ② 179,400 円～230,000 円 ③ 03011- 
00203171 ④
◆同◉①型枠大工② 195,500 円～322,000 円③ 03011- 00205371
④経験３年以上、

※3月 16日～4月 13日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあっ
た事業所の求人です。就業希望の方は同職業安定所紹介第一部門（☎
624-8902）へ求人番号を告げて（特に指定のない場合は掲載 8桁の
数字の前に 03010 も告げてください）お問い合わせください。また、
事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、すでに充
足済みとなっている場合もありますのでご了承ください。
※役場 1階に求人情報を掲示していますのでご利用ください。
【担当】町役場観光商工課（☎ 692-6497）

　発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

5

わが家自慢の子、孫の写真
ご応募お待ちしています
【応募要領】子の写真（データ）、子の名（ふり
がな）と生年月日、保護者（父母）氏名、住所
（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生月の前
月 20 日ころまでに投稿してください。
※写真データはメールで送信するか、SDカードなどで
持参してください。
【応募先】雫石町役場総務課広報しずくいし担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp

　お姉ちゃんが大好きで、いつも追いかけて真
似っこばかりしています。よく食べ、よく動き、
よく寝る我が家の癒し系です。今のまま元気いっ
ぱい大きくなってね。

赤
森 

菜な
の

葉は 

ち
ゃ
ん

純
・
孝
子
夫
妻
の
子　

（
晴
山
）

情報公開の状況
　町では、情報公開条例に基づき、公文書の開示を実
施し、個人情報保護条例により町が保有する個人情報
の適切な取り扱いの確保に努めています。平成 28 年度
における公文書と個人情報の開示請求件数と処理別件
数は次のとおりです。
公文書開示請求 16 件 個人情報開示請求 0件

処理

開 示 0件

処理

開 示 0件
部分開示 16 件 部分開示 0件
非 開 示 0件 非 開 示 0件
不 存 在 0件 不 存 在 0件
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですら・せ

（3月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
2 月
20 三上　晃

こう

輔
すけ

・男（章吾）林 崎
27 桃田　　陽

あきら

・女（勝寛）中町一
3 月
1 渡部　笑

え

未
み

・女（茂丈）片子沢
2 工藤想

そ

乃
の

香
か

・女（政善）天 戸
7 宮田　心

こ

春
はる

・女（広大）六 区
22 谷地　春

しゅん

亮
すけ

・男（智裕）上町二

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名
2 月
25 杉村　ハル（92・本人） 林
3 月
1 石塚　彰

しょう

吾
ご

（85・本人）下町一
1 佐々 木キクエ（85・國志）中町一
3 石亀　ヨネ（92・英雄）下町四
3 谷地カオリ（97・文夫）谷 地
5 杉田　吉

きち

松
まつ

（89・菊池和男）板橋
14 藤平　　信

まこと

（82・本人）七ツ森
15 德田　リキ（100・澄夫）黒沢川
15 松原ヤヱノ（87・昭一）五 区
20 榊原正

しょう

三
ざぶ

郎
ろう

（87・ルミ子）まがき
23 安本　新

しん

一
いち

（77・正明）橋 場
24 瀬川　幸

ゆき

雄
お

（79・本人）天 戸
25 茅橋　信

のぶ

子
こ

（89・本人）八 区
27 三浦　和

かず

樹
き

（12・ 稔 ）籬 野

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

町長交際費町長交際費を
公開公開しますします

町長交際費町長交際費をを
公開公開しますします

交際費の支出状況

3 月 累計（4～3月）

14 件 112,600 円 1,159,700 円

　矢櫃・南昌山線の冬期間通行止め
を、5月22日（月）9時から解除します。
矢巾町側も同日・同時刻から通行可能
となります。
【問い合わせ先】町役場地域整備課（☎
692-6406）

　自動車税は 4月 1日現在の所有者に
課税されます。納期限は5月31日（水）
です。広域振興局から送付される納税
通知書により、最寄りの金融機関など
で納めてください。転居された人は、
広域振興局にご連絡ください。
【問い合わせ先】盛岡広域振興局県税
部（☎ 629-6546）

　労働保険料は年度当初に概算で保険
料を納付し、翌年度に確定保険料を計
算し、清算する方法をとっています。
　また、石綿健康被害救済のため「一
般拠出金」についても申告・納付が必
要になります。本年度の申告・納付期
間は 6 月 1 日（木）～7 月 10 日（月）で
す。期限までに最寄りの銀行または郵
便局で手続きを終えるようにお願いし
ます。なお、電子申請による年度更新
手続きも可能となっていますので、積
極的な利用をお願いします。
【問い合わせ先】岩手労働局総務部労
働保険徴収室（☎ 604-3003）

自動車税の納期限は
5月 31 日（水）です！

労働保険料等の申告・納付
は 7月 10 日（月）までに！

税情報
5 月の納期　5月 31 日

「固定資産税・第 1期」「軽自動車税」

納税は便利な口座振替を
ご利用ください

　申し込み方法は、「口座振替依頼書」
に必要事項を記載し、通帳に使用して
いる印鑑を押印して金融機関の窓口
または町役場税務課へ提出してくださ
い。なお、ゆうちょ銀行の口座をご利
用の場合はゆうちょ銀行窓口に直接提
出してください。
　「口座振替依頼書」は、納税通知書
の中につづられているほか、各金融機
関と税務課窓口に備え付けられていま
すのでご利用ください。
【問い合わせ先】町役場税務課管理収
納担当（☎ 692－6482）

矢櫃・南昌山線の冬期間
通行止め解除について

17_05_hp.indd   2217_05_hp.indd   22 2017/05/08   9:432017/05/08   9:43



23 広報しずくいし● 2017年 5月 10日●第 825号

お・知・

【広告】　この広告に係る掲載料は、広告代理店を通じて町の収入になっています。

● 事故 3月末
件　数 2件 （6件）
死　者 0人 （1人）
負傷者 2人 （6人）

● 犯罪 3月末
件　数 1件 （5件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西警察署）

● 火事・救急 3月末
火　事 0件 （2件）
救　急 60 件 （179 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

● 人のうごき 3月末現在

男 8,178 人 （10） 出生 9人
女 8,916 人 （1） 死亡 20 人
計 17,094 人 （11） 転入 101 人

世帯数 6,268 世帯 （23） 転出 79 人
※カッコ内は前月末増減

放射線量測定結果（役場駐車場・4月）

　5月 26 日（金）～28 日（日）の 3日間、
東京都・銀座の岩手県アンテナショッ
プ「いわて銀河プラザ」にて、「雫石
町の物産と観光展」を開催します。好
評のお米の量り売りなどの楽しいイベ
ントや、雫石の「おいしいもの」をた
くさんご用意しています。首都圏方面
にお住まいのご家族やご友人などにぜ
ひご紹介ください。
【開催期間】5月 26 日（金）～28 日（日）、
10 時 30 分～19 時（28 日は 17 時まで）
【会場】いわて銀河プラザ（東京都中
央区銀座 5 丁目 15-1 東京南海ビル 1
階、☎ 03-3524-8282）
【問い合わせ先】町役場観光商工課
（☎ 692-6497）、雫石商工会（☎ 692-
3321）

　陸上自衛隊岩手駐屯地では、創立
60 周年を記念して、駐屯地を一般公
開します。入場無料でたくさんのイベ
ントをご用意していますので、お気軽
にお越しください。
【日時】6 月 11 日（日）8 時 30 分～15
時（雨天決行）
【場所】陸上自衛隊岩手駐屯地
【主な催し】記念式典、観閲行進、訓
練展示、装備品展示、戦車の体験搭乗、
岩手駐屯地音楽隊による音楽演奏、地
産地消通りなど
【問い合わせ先】陸上自衛隊岩手駐屯
地司令業務室広報班（☎ 688-4311）

　まちおこしセンターしずく×CAN
では、4 月から「しずく×CAN オン
ラインショップ」を開設しています。
　オンラインショップでは、雫石町産
の農産物や加工品、工芸品など16店・
53 アイテムがインターネットで簡単
にご購入いただけます。その他にも、
生産者紹介のページでは、生産者の皆
さんの人柄、こだわりや雫石への思い
などを知ることができます。雫石の魅
力的な人やモノをたくさん紹介してい
ますので、ぜひご利用ください。
【問い合わせ先】まちおこしセンター
しずく×CAN（☎ 692-6282）または
ウェブで「しずく×CANオンライン
ショップ」と検索してください。

①「ちょっと森林浴散歩」
開催日▷ 5月 19 日（金）、27 日（土）
②「ビジターセンター周辺でバード
ウォッチング」
開催日▷ 5月 14 日（日）、21 日（日）
③「早春の花スケッチに挑戦」
開催日▷ 5月 20 日（土）、28 日（日）
※予約は原則不要です。悪天候により
予告なく中止になる場合があります。
【集合場所】網張ビジターセンター
【募集人数】各 10 人
【参加料】200 円（①、③のみ）
【開催時間】10 時から 1時間程度
【問い合わせ先】網張ビジターセンター
（☎ 693-3777）

東京都で「雫石町の物産
と観光展」を開催

※この日程は医師の都合により変更になる
ことがあります。

　平日休日問わず夜間は、盛岡市夜間急患
診療所（内科・小児科、盛岡市神明町 3-29
（盛岡市保健所 2階）、☎ 654-1080、年中無
休 19 時～23 時）をご利用ください。

創立 60 周年記念行事
岩手駐屯地一般公開

休 日救急当番医
◆ 5月
14 日 鶯 宿 温 泉 病 院 695-2321
21 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907
28 日 雫石大森クリニック 691-2345
◆ 6月
4 日 篠村泌尿器科クリニック 692-1285
11 日 篠 村 医 院 692-5151

最大 0.06 （単位：μSv/時）
※文部科学省・厚生労働省
による屋外活動の制限指
標：3.8 μ Sv/時

最小 0.04
平均 0.05

しずく×CANオンライン
ショップがオープン ！

網張ビジターセンター
5月のミニ企画
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「
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
　
広
報
し
ず
く
い
し
●
平
成
29
年
（
2017

年
）  5
月
10
日
　
第
825
号
　
発
行
／
雫
石
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
020－

0595　
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
千
刈
田
5
番
地
1　
☎
019－

692－
6570　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow

n.shizukuishi.iw
ate.jp/

雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
5月 19 日、6月 2日、6月 16 日（毎月第 1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ 684kHz）／8時 45 分～50 分（5分間）

あとがき
●皆さんには全く関係のない話ですが、年
末年始やゴールデンウィークのように連休
があったりすると、編集スケジュールが非
常にタイトになります！少年誌みたいに合
併号が発行できたらいいのですが…。 （幸）
●どこかへ出かけたくなるような、暖かい
季節になりましたね。そんな私は休みの日
にこつこつと足を運び、岩手の「道の駅」
全てを訪れました。その町の歴史や人に触
れ、特産品をいただく、素敵な旅になりま
した。道の駅巡り、オススメです。 （大）

～ 友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（38）友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（38）～
　嘉永 7（1854）年 11 月、日本と国交
を開くために伊豆の下田港を訪れていた
ロシア軍艦「ディアナ号」は、安政大地
震による津波で損傷し、現在の富士市の
田子の浦沖に漂着しました。当時の住民
は、自らも地震で被災していたにもかか
わらず、乗員を救助し、食糧や住居を提
供しました。このことは高く賞賛され、
その後の日本とロシアとの友好の架け橋
となりました。ことし 3月、ディアナ号
を模した「歴史学習施設“ディアナ号”」
が、富士市内の「ふじのくに田子の浦
みなと公園」に完成しました。実物の 3
分の 1 の大きさで、全長 25.8㍍、全高
19.4㍍のこの施設は、船内にディアナ

雫石町公式ツイッターはこちらから
▷ https://twitter.com/shizukukouhou
防災行政無線が聞き取れなかったときは…
電話応答サービス▷☎ 0800-800-6371（通
話無料・固定電話のみ）をご利用ください。

号の歴史や自然災害に関するパネルの展
示、映像の上映等があり、甲板からは富
士山や駿河湾を望むことができます。（入
館無料、9:00～16:00 開館、月曜休館）

歴史学習施設「ディアナ号」

「生徒に恵まれ、周りの支えがあったおかげ」と話す細川智子さん

「
日
本
一
の
頂
を
も
う
一
度
」

民
舞
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
続
け
た
い

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

雫
石
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
細
川
会　

二
代
目

民
謡
民
舞
日
本
一
の
舞
台
で「
優
秀
指
導
者
賞
」受
賞

細
川 
智
子
さ
ん（
57
歳
・
下
春
木
場
）

◉
ほ
そ
か
わ
・
と
も
こ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
中
学
校
卒
業
後
、
理
容
師
の
道
を
目
指
し
、
全
国
で
経
験
を
積
む
。
21
歳
で
雫

石
へ
戻
り
、
実
家
の
理
容
室
に
勤
め
て
い
る
。
見
識
を
広
げ
る
た
め
、
子
供
の
小
学
校
入
学
と
同
時
に
定
時
制
高
校
へ
入
学
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
と
交
流
を
深
め
た
こ
と
が
現
在
の
指
導
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
雫
石
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
細
川
会
は
、

今
か
ら
42
年
前
に
初
代
代
表
の
、
母
・
細
川
チ
エ
さ
ん
が
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
賞
に
輝
い
た
。
民
舞
の
素
晴

ら
し
さ
を
海
外
も
含
め
て
全
国
に
発
信
。
10
年
ほ
ど
前
、
自
身
は
二
代
目
に
就
任
。
指
導
者
と
し
て
学
生
や
若
い
世
代
を

中
心
と
す
る
教
室
の
指
導
に
尽
力
し
な
が
ら
、
自
ら
も
舞
台
に
立
つ
。
２
人
の
息
子
、
両
親
と
暮
ら
す
。
趣
味
は
舞
台
観
賞
、

ス
ポ
ー
ツ
全
般
。

歴
代
最
高
得
点
を
獲
得
し
た
踊
り

に
、
司
会
者
も
目
を
見
開
き
驚

い
た
。
感
動
の
あ
ま
り
涙
を
流

す
人
が
大
勢
い
る
中
、
５
千
人
を
超
す
観
客

か
ら
は
惜
し
み
の
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
―
。

　

昨
年
10
月
、
東
京
都
内
の
日
本
武
道
館
を

舞
台
に「
第
56
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
雫
石
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
細

川
会
は
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に
出
場
。

「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
ッ
コ
」
を
踊
り
、「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」、「
産
経
新
聞
社
賞
」
な
ど
を

受
賞
し
、
３
度
目
の
日
本
一
に
輝
い
た
。

　

智
子
さ
ん
は
こ
の
大
会
唯
一
の
「
優
秀
指

導
者
賞
」
を
受
賞
。「
踊
り
か
ら
情
景
が
浮

か
び
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
。
岩
手
に
行
っ
て

み
た
い
。
と
い
う
言
葉
を
受
け
、
私
た
ち
も

感
動
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
受
賞
は
み
ん

な
の
気
持
ち
が
成
し
遂
げ
た
も
の
」
と
大
会

を
振
り
返
る
。「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
ッ
コ
」

は
智
子
さ
ん
の
母
で
あ
り
、
初
代
代
表
の
チ

エ
さ
ん
が
作
り
上
げ
た
。
そ
の
歴
史
を
受
け

継
い
だ
智
子
さ
ん
は
、
現
代
に
合
わ
せ
た
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
指
導
を
行
い
、
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
大
会
２
連

覇
に
向
け
て
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
部

活
の
よ
う
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
80
歳
に
な

る
初
代
も
現
役
で
頑
張
っ
て
い
る
。
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
細
川
会
の
歴
史
に
恥

じ
ぬ
よ
う
に
、
時
代
に
合
わ
せ
た
踊
り
を
作

り
、
民
舞
の
魅
力
を
伝
え
続
け
た
い
」
と
情

熱
を
込
め
て
語
る
。
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
期
待
を
背
負
っ
た
「
二
代
目
」
は
、

今
日
も
熱
心
に
指
導
に
励
ん
で
い
る
。
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